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人

事

条

例

専
決
処
分

★
風
間
浦
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

︵ 

任
期　

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日　

横
濵
円
香
氏
︵
新
任
︶

★
下
風
呂
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

　

︵
任
期　

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日
︶

　
　

 

扇
谷
靖
氏
︵
再
任
︶
︑
木
村
喜
志
雄
氏
︵
再

任
︶
︑
八
谷
宏
氏
︵
再
任
︶
︑
小
山
攻
一
氏
︵
再

任
︶
松
井
一
義
氏
︵
再
任
︶
︑
金
橋
謹
一
氏
︵
再

任
︶
︑
鈴
木
健
司
氏
︵
新
任
︶

★
風
間
浦
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

︵
任
期　

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日
︶

　
　

 

八
谷
宏
氏
︵
再
任
︶
︑
高
橋
美
保
子
氏
︵
再

任
︶
︑
新
田
孝
代
氏
︵
新
任
︶

★
令
和
５
年
度
風
間
浦
村
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金　

７
０
０
万
円

　

歳
出　

除
雪
委
託
料　

７
０
０
万
円

★
風
間
浦
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

　

令
和
６
年
度
か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
簡
易

水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
か

ら
︑
簡
易
水
道
の
設
置
な
ど
の
規
定
を
定
め
た
も
の
︒

★�

風
間
浦
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等
に
関

す
る
条
例

　

簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
に
伴
う
︑
剰

余
金
の
処
分
の
規
定
を
定
め
た
も
の
︒

★�

風
間
浦
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

本
籍
地
外
で
の
戸
籍
謄
本
の
交
付
及
び
戸
籍
電
子
証

明
書
識
別
符
号
等
の
発
行
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
︑

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
︒

★�

風
間
浦
村
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費
給
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
の
定
義
を
出
生
の
日
か
ら
18
歳
に
達
し
た
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
と

し
︑
字
句
の
整
理
な
ど
を
行
う
た
め
提
案
︒
本
条
例
の

改
正
に
よ
り
︑
役
場
担
当
窓
口
へ
の
来
庁
が
不
要
と
な

る
等
︑
保
護
者
の
利
便
性
が
図
ら
れ
る
も
の
︒

★
風
間
浦
村
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

漁
港
漁
場
整
備
法
の
改
正
に
伴
い
︑
関
係
条
文
を
整

理
す
る
も
の
︒

★�

風
間
浦
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
︑
村
営
住

宅
の
家
賃
を
改
正
す
る
も
の
︒

★
風
間
浦
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
風
間
浦
村
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
︑
介
護
保
険

料
を
定
め
る
も
の
︒

会期：令和６年３月５日から１１日までの７日間
案件：人事１１件、新年度当初予算７件、専決処分１件、条例７件、補正予算３件
結果：全議案を全会一致で同意、承認及び可決。

３
月
定
例
会全

会
一
致
同
意

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
承
認

能登　勝彦 議長冨岡　宏 村長

月
定 例 会
あらまし
あらまし

3
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補
正
予
算

　
　
　

２
８
５
万
円
の
追
加

　
　

・ 

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
︵
ご
み

処
理
施
設
整
備
事
業
︶

　
　
　
３
千
７
２
万
７
千
円
の
減
額

　
　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
３
千
２
９
０
万
円
の
追
加

　
　

・
減
債
基
金
積
立
金　

５
３
８
万
６
千
円
の
追
加

★
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
７
７
万
２
千
円
を
減
額
し
︑
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
千
３
５
６
万
１
千

円
と
す
る
︒

　

歳

入

の

内

容

　
　

・
現
年
度
分
調
整
交
付
金

　
　
　

２
７
０
万
６
千
円
の
減
額

　
　

・
現
年
度
分
地
域
支
援
事
業
交
付
金

　
　
　

５
７
万
５
千
円
の
減
額

　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　

２
０
０
万
円
の
追
加

　
　

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　

５
０
０
万
の
減
額

　
　

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費

　
　
　

１
４
０
万
円
の
追
加

　
　

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　

２
０
０
万
円
の
追
加

★
令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
６
万
４
千
円
を
追
加
し
︑
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
３
２
２
万
９
千
円
と
す
る
︒

★
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
千
４
５
９
万
２
千
円
を
減
額
し
︑
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
９
億
５
千
９
７
９

万
６
千
円
と
す
る
︒

　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　

・
普
通
交
付
税　

１
千
５
５
８
万
９
千
円
の
追
加

　
　

・
河
川
災
害
復
旧
事
業
負
担
金

　
　
　

３
６
３
万
５
千
円
の
計
上

　
　

・
庁
舎
建
設
基
金
繰
入
金

　
　
　

３
千
６
８
０
万
円
の
減
額

　
　

・
塵
芥
処
理
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　

３
千
７
９
０
万
円
の
減
額

　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　

・
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金

　
　
　

３
０
７
万
９
千
円
の
計
上

　
　

・
定
額
減
税
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

　
　
　

９
９
０
万
円
の
計
上

　
　

・
住
民
情
報
読
み
仮
名
法
制
化
対
応
業
務
委
託
料

　
　
　

２
３
１
万
円
の
計
上

　
　

・
役
場
庁
舎
等
建
設
実
施
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　

４
千
８
８
０
万
円
の
減
額

　
　

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
重
油
代

　
　
　

１
１
０
万
円
の
追
加

　
　

・ 

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
︵
児
童

福
祉
費
︶
１
９
０
万
４
千
円
の
追
加

　
　

・
風
間
浦
保
育
所
指
定
管
理
委
託
料

　

歳

入

の

内

容

　
　

・
現
年
度
分
特
別
徴
収
保
険
料

　
　
　

２
８
万
８
千
円
の
追
加

　
　

・
普
通
徴
収
保
険
料
滞
納
繰
越
分

　
　
　

７
万
６
千
円
の
追
加

　

歳
出
の
主
な
も
の

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
負
担
金

　
　
　
３
６
万
４
千
円
の
追
加

３
月
定
例
会

全
会
一
致
可
決

定 　 　 例 　 　 会
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令和６年度 一 般 会 計 予 算
及び各特別会計予算は

全会一致可決全会一致可決

 令和６年度一般会計・特別会計等の各当初予算が第１回村議会定例会で
可決されました。一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ33億7,768
万１千円となり、令和５年度当初予算と比較して、６億6,171万４千
円、24.4％の増額となりました。

【各会計予算編成状況】

○一般会計予算
33億7,768万1千円

（前年度）

（増　減）

27億1,596万７
６億６，１７１万４

千円

千円

3億823万9千円千円

（前年度）

（増　減）

２億７，８５５万５
２，９６８万４

千円

千円

3億2,865万7千円

（前年度）

（増　減）

３億３，７２５万６
△８５９万９

千円

千円

3,336万8千円

（前年度）

（増　減）

３，１４８千１
１８８万７

千円

千円

60万9千円

（前年度）

（増　減）

５２万４
８万５

千円

千円

40千円

（前年度）

（増　減）

４０万２
△２

千円

千円

（収入）
（支出）

１億２１９万２
１億４０９万２

千円
千円

○国民健康保険特別会計予算

○簡易水道事業会計予算
■ 収益的収入及び支出

（収入）
（支出）

４，０００万０
６，２９８万３

千円
千円

■ 資本的収入及び支出

○介護保険特別会計予算

○後期高齢者医療特別会計予算

○下風呂財産区一般会計予算

○易国間財産区一般会計予算

令
和
６
年
度
予
算
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議会費
1.5%

民生費
11.9%

衛生費
7.9%

労働費
0.0%

農林水産業費
4.5%

商工費
3.9%

土木費
1.9%

消防費
7.2%

教育費
5.1%

災害復旧費
0.0%

公債費
11.4%

諸支出金
4.7%

予備費
0.3%

総務費
39.7%

地方交付税
38.8%

依存財源
73.7% 自主財源

26.3%

県支出金
7.5%

国庫支出金
3.7%

その他
22.6%

その他
1.6%

村債
22.1%

村税
3.7%

歳出合計
33億7,768万
1千円

歳入合計
33億7,768万
1千円

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 村 税 123,503 3.7 119,806 3,697
2 地 方 譲 与 税 13,039 0.4 13,563 △ 524
3 利 子 割 交 付 金 46 0.0 71 △ 25
4 配 当 割 交 付 金 268 0.0 322 △ 54
5 株式等譲渡所得割交付金 180 0.0 300 △ 120
6 地 方 消 費 税 交 付 金 39,805 1.2 42,164 △ 2,359
7 環 境 性 能 割 交 付 金 814 0.0 797 17
8 法 人 事 業 税 交 付 金 1,544 0.0 874 670
9 地 方 特 例 交 付 金 347 0.0 291 56

10 地 方 交 付 税 1,310,000 38.8 1,285,000 25,000
11 交通安全対策特別交付金 1 0.0 1 0
12 分 担 金 及 び 負 担 金 1,355 0.0 1,379 △ 24
13 使 用 料 及 び 手 数 料 54,309 1.6 54,762 △ 453
14 国 庫 支 出 金 122,234 3.7 68,596 53,638
15 県 支 出 金 252,646 7.5 263,328 △ 10,682
16 財 産 収 入 6,960 0.2 6,975 △ 15
17 寄 附 金 10,002 0.3 10,002 0
18 繰 入 金 528,353 15.6 583,803 △ 55,450
19 繰 越 金 10,000 0.3 10,000 0
20 諸 収 入 154,975 4.6 63,533 91,442
21 村 債 747,300 22.1 190,400 556,900
歳　　入　　合　　計 3,377,681 100.0 2,715,967 661,714

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 議 会 費 51,131 1.5 50,576 555
2 総 務 費 1,340,504 39.7 634,548 705,956
3 民 生 費 402,728 11.9 395,106 7,622
4 衛 生 費 267,389 7.9 398,858 △ 131,469
5 労 働 費 2 0.0 2 0
6 農 林 水 産 業 費 153,266 4.5 134,679 18,587
7 商 工 費 130,516 3.9 84,488 46,028
8 土 木 費 63,068 1.9 99,401 △ 36,333
9 消 防 費 244,827 7.2 249,569 △ 4,742

10 教 育 費 173,057 5.1 161,387 11,670
11 災 害 復 旧 費 5 0.0 5 0
12 公 債 費 384,635 11.4 353,399 31,236
13 諸 支 出 金 157,501 4.7 145,888 11,613
14 予 備 費 9,052 0.3 8,061 991
歳　　出　　合　　計 3,377,681 100.0 2,715,967 661,714

令
和
６
年
度
予
算

令和6年度　一般会計予算状況（単位：千円、％）

【歳　入】

【歳　出】
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（
欠
席
委
員
な
し
）

２
月
20
日
開
催

役
場
及
び
消
防
庁
舎
建
設
に

係
る
特
別
委
員
会

⑵ 

消
防
庁
舎
建
設
実
施
設

計
業
務
委
託

　

建
築　

図
面
80
％
︵
一

般
図
面
完
成
他
︶・
積
算

30
％
︵
参
考
見
積
徴
取
ま

で
本
積
算
開
始
︶

　

構
造　

図
面
80
％
︵
構

造
計
算
書
と
の
整
合
性
な

ど
調
整
︶・
構
造
計
算
書

75
％︵
基
本
的
計
算
完
了
︶

電
気　

図
面
70
％
︵
発
電

機
︑
別
途
工
事
と
の
調
整

他
︶・
積
算
20
％
︵
参
考

見
積
徴
取
ま
で
︑
本
積
算

開
始
︶

　

機
械　

図
面
60
％
︵
詳

細
図
作
成
中
他
︶・
積
算

10
％
︵
参
考
見
積
徴
取
ま

で
︑
本
積
算
開
始
︶

⑶ 

役
場
庁
舎
等
整
備
事
業

地
質
調
査
業
務
委
託

　

用
地
内
６
个
所
の
地
質

調
査
終
了
及
び
用
地
周
辺

の
地
質
調
査
１
个
所
を
追

加
で
実
施
︒

⑷ 

役
場
庁
舎
等
整
備
事
業

開
発
許
可
申
請
書
作
成

委
託

　

令
和
５
年
12
月
20
日
に

県
へ
開
発
許
可
申
請
書
提

出
済
み

⑸ 

役
場
庁
舎
等
整
備
事
業

用
地
取
得
及
び
立
木
補

償

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登

記
は
地
権
者
︵
全
員
同
意

済
み
︶
12
人
分
を
３
月
中

に
行
う
予
定
︑
立
木
補
償

も
行
う
︒

問
立
木
の
伐
採
は
ど
の

よ
う
に
行
い
︑
伐
採
さ
れ

た
木
は
ど
う
す
る
の
か
︒

答
村
が
伐
採
す
る
︒
伐

採
し
た
木
は
︑
所
有
者
の

も
の
と
な
る
が
︑
必
要
な

い
場
合
は
︑
村
が
処
分
す

る
︒問

地
質
調
査
１
个
所
の

追
加
は
何
の
た
め
か
︒

答
近
隣
民
家
の
方
か
ら

要
望
さ
れ
た
防
風
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
が
可
能
か
ど
う

か
の
調
査
︒

○�
庁
舎
等
整
備
事
業
造
成

設
計
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
春
︑
敷

地
内
の
造
成
工
事
を
発
注

予
定
︒
南
側
は
切
土
し
︑

北
側
は
盛
土
造
成
を
行

○�

庁
舎
等
整
備
事
業
に
係

る
入
札
及
び
契
約
に
つ

い
て

⑴ 

役
場
庁
舎
等
整
備
事
業

工
損
調
査
業
務
委
託

　

落
札
者　

株
式
会
社 

み
ち
の
く
計
画︵
青
森
市
︶

委
託
料　

２
９
１
万
５
千

円※
工
損
調
査
と
は
︑
工
事

の
施
工
前
後
に
写
真
撮
影

や
測
定
器
を
用
い
て
︑
工

事
前
に
損
傷
の
有
無
や
程

度
を
記
録
し
︑
工
事
後
に

そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
で

行
わ
れ
る
︒

○�

「
庁
舎
等
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
（
令
和
６
年

１
月
末
現
在
）
に
つ
い

て
」
及
び
「
庁
舎
等
整

備
事
業
に
係
る
用
地
取

得
及
び
立
木
補
償
契
約

に
つ
い
て
」

⑴ 

役
場
庁
舎
等
建
設
実
施

設
計
業
務
委
託

　

建
築　

図
面
90
％
︵
一

般
図
面
完
成
他
︶・
積
算

40
％
︵
車
庫
２
棟
が
最
終

調
整
他
︶

　

構
造　

図
面
90
％
︵
構

造
計
算
書
と
の
整
合
性
な

ど
調
整
︶・
構
造
計
算
書

70
％︵
基
本
的
計
算
完
了
︶

電
気　

図
面
80
％
︵
発
電

機
︑
別
途
工
事
と
の
調
整

他
︶・
積
算
10
％
︵
概
算

ま
で
本
積
算
開
始
︶

　

機
械　

図
面
60
％
︵
詳

細
図
作
成
中
他
︶・
積
算

10
％
︵
概
算
ま
で
本
積
算

開
始
︶

う
︒
切
土
し
た
土
を
盛
土

に
利
用
す
る
が
︑
処
理
し

き
れ
な
い
残
土
は
用
地
外

へ
搬
出
す
る
︒
敷
地
内
の

道
路
の
整
備
は
令
和
７
年

度
に
計
画
し
て
い
る
︒
令

和
６
年
度
施
行
の
概
算
工

事
費
に
つ
い
て
は
︑
景

観
︑
防
風
対
策
工
法
の
変

更
︑
資
材
単
価
︑
人
件
費

の
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
増
額

を
想
定
し
て
い
る
︒

問
残
土
の
置
く
場
所
等

は
︒答

根
戸
内
地
区
の
耕
作

放
棄
地
の
計
画
で
進
め
て

い
る
︒
詳
細
は
工
事
発
注

後
︑
協
議
す
る
こ
と
と
な

る
︒
精
査
し
た
結
果
︑
現

在
︑
残
土
は
１
２
︐
０
０

０
立
米
を
想
定
︒

問
防
災
倉
庫
裏
側
の
盛

土
を
行
う
箇
所
の
擁
壁
の

高
さ
は
ど
れ
位
に
な
る
の

か
︒答

現
在
︑
最
終
的
な
設

計
を
ま
と
め
て
い
る
段
階

で
あ
り
︑
盛
土
を
行
う
箇

所
は
︑
張
芝
を
予
定
し
て

い
る
︒
支
障
が
あ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
計
画
変
更
も
考

え
る
が
︑
安
全
対
策
に
配

慮
し
進
め
て
い
く
︒

○�

役
場
庁
舎
等
建
設
実
施

設
計
に
つ
い
て

　

車
庫
兼
書
庫
︑
車
庫
兼

防
災
備
蓄
倉
庫
は
高
額
で

あ
る
大
き
な
柱
を
減
ら
す

な
ど
事
業
費
の
圧
縮
を

行
っ
て
い
る
︒
将
来
に
備

え
︑
電
気
自
動
車
用
コ
ン

セ
ン
ト
を
設
置
す
る
︒

問
村
民
ホ
ー
ル
に
薪
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
が
︑

薪
の
管
理
は
誰
が
行
う
の

か
︒答

薪
の
管
理
︑
準
備
等

は
︑
極
端
に
職
員
に
負
担

を
掛
け
な
い
方
法
を
考
慮

し
な
が
ら
協
議
す
る
︒
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
年
１
回
程

度
な
の
で
︑
業
者
委
託
を

予
定
︒

○�

消
防
庁
舎
建
設
実
施
設

計
に
つ
い
て

　

備
品
︑
器
具
の
変
更
や

防
災
倉
庫
の
床
面
積
の
縮

小
な
ど
で
事
業
費
を
圧
縮

委
員
会
報
告

杉山　太 委員長
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（
欠
席
議
員
な
し
）

２
月
21
日
開
催

全
員
協
議
会

R5 当初予算 R5 決算見込 R6 当初予算

歳　　入 28,324,000 24,174,347 28,324,000

歳　　出 32,407,000 31,580,423 32,895,000

収　　支 ▲ 4,083,000 ▲ 7,406,076 ▲ 4,571,000

年　度 令和 3 年 令和 4 年① 令和５年② ②−①

村内入浴者数 40,195 42,038 43,307 1,269

村外入浴者数 29,969 34,534 38,593 4,059

計 70,164 76,572 81,900 5,328

営業日数 311 333 338 5

す
る
︒

○�
役
場
庁
舎
・
消
防
庁
舎

建
設
概
算
事
業
費
及
び

令
和
６
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て

　

概
算
総
事
業
費 
３
６

億
１
︐
５
０
１
万
２
︐
０

０
０
円
︒
変
更
計
画
前
と

比
べ
て
３
億
６
２
３
万
５

千
円
の
増
額
と
な
る
が
︑

充
当
出
来
る
財
源
が
増
え

一
般
財
源
は
７
︐
９
０
４

万
３
千
円
の
減
額
と
な

る
︒

　

令
和
６
年
度
に
つ
い
て

は
︑
当
初
予
算
計
上
予
定

額
は
８
億
５
︐
６
８
６
万

５
千
円
︒

問
事
業
費
が
増
え
た
こ

と
に
つ
い
て
︑
住
民
説
明

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

た
い
︒

答
事
業
費
は
増
え
た

が
︑
充
当
財
源
が
増
え
︑

一
般
財
源
が
減
っ
た
た

め
︑
住
民
は
直
接
的
に
不

利
に
な
ら
な
い
︒
住
民
説

明
会
で
は
な
く
︑
広
報
誌

等
を
活
用
し
説
明
す
る
︒

問
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
人
口
減
も
見
込

ん
で
い
る
の
か
︒

答
見
込
ん
で
い
る
︒

○�

役
場
庁
舎
及
び
消
防
庁

舎
建
設
等
に
係
る
事
業

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　

土
木
工
事
は
令
和
６
年

５
月
︑
役
場
庁
舎
等
建
設

工
事
︑
消
防
庁
舎
建
設
工

事
は
令
和
６
年
10
月
と
予

定
よ
り
１
个
月
早
く
着
手

す
る
計
画
︒

問
事
業
認
定
に
係
る
説

明
会
の
開
催
は
︒

答
事
業
認
定
の
許
可
が

な
く
て
も
地
権
者
は
税
の

優
遇
が
受
け
ら
れ
る
の

で
︑説
明
会
は
行
わ
な
い
︒

　

最
後
に
現
場
視
察
の
要

望
が
あ
り
︑
議
会
と
行
政

で
調
整
し
︑
可
能
で
あ
れ

ば
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
︒

協

議

案

件

１
．�

下
風
呂
温
泉
「
海
峡

の
湯
」
の
収
支
状
況

に
つ
い
て

　

下
風
呂
温
泉
﹁
海
峡
の

湯
﹂
の
令
和
６
年
度
一
般

会
計
予
算
の
概
要
及
び
収

支
計
画
を
説
明
︒

○下風呂温泉の入浴者数、営業日数 （単位：人）

○下風呂温泉の収支状況 （単位：円）

委
員
会
報
告

能登　勝彦 議長

海 　 峡 　 の 　 湯
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R5 当初予算 R5 決算見込 R6 当初予算

歳　　入 18,944,000 12,702,028 18,944,000

歳　　出 35,175,000 32,613,951 35,777,000

収　　支 ▲ 16,231,000 ▲ 19,911,923 ▲ 16,833,000

年　度 令和 3 年 令和 4 年① 令和５年② ②−①

村内入浴者数 8,086 8,444 9,247 803

村外入浴者数 18,396 17,126 19,452 2,326

計 26,482 25,570 28,699 3,129

営業日数 287 270 310 40

問
も
う
少
し
長
い
ス
パ

ン
で
修
理
で
き
る
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
い
た
だ

き
︑
簡
単
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
で
き
る
よ
う
な
︑
状

況
設
定
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
︒

答
周
辺
の
旅
館
ホ
テ
ル

の
皆
様
︑
恐
山
の
宿
泊
施

設
等
の
状
況
も
聞
き
な
が

ら
対
策
し
て
い
く
︒

２
．�

桑
畑
温
泉
「
湯
ん
湯

ん
♪
」
の
収
支
状
況

に
つ
い
て

　

桑
畑
温
泉
﹁
湯
ん
湯
ん

♪
﹂
の
令
和
６
年
度
一
般

会
計
予
算
の
概
要
及
び
収

支
計
画
を
説
明
︒

　
﹃
海
峡
の
湯
︑
湯
ん
湯

ん
♪
に
つ
い
て
は
︑
令
和

６
年
度
中
に
総
務
常
任
委

員
会
を
開
催
し
︑
検
討
す

る
︒﹄

○桑畑温泉の入浴者数、営業日数 （単位：人）

○桑畑温泉の収支状況 （単位：円）

３
．�

物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て

⑴ 

省
エ
ネ
家
電
等
購
入
促

進
事
業
補
助
金
︵
総
事

業
費
３
０
０
万
円
︶

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の

高
い
エ
ア
コ
ン
等
を
購

入
︑
設
置
し
た
際
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
︑
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削

減
及
び
熱
中
症
予
防
対
策

の
推
進
並
び
に
村
民
の
負

担
軽
減
を
図
る
︒

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

を
補
助
︒
但
し
︑
上
限
額

は
３
万
円
又
は
５
万
円
︒

⑵ 

村
民
支
援
商
品
券
配

布
事
業
︵
総
事
業
費

９
６
２
万
９
千
円
︶

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
食
料

品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
村
民

︵
全
村
民
︶
に
対
し
て
１

人
あ
た
り
５
千
円
の
商
品

券
を
配
布
し
︑
生
活
支
援

を
行
う
ほ
か
︑
地
域
経
済

の
更
な
る
回
復
を
図
る
︒

⑶ 

住
民
税
均
等
割
課
税

世
帯
物
価
高
騰
対
策

支
援
給
付
金
給
付
事

業
︵
総
事
業
費
１
︐

２
７
０
万
２
千
円
︶

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て

低
所
得
世
帯
支
援
枠
を
追

加
し
︑
住
民
税
均
等
割
課

税
世
帯
に
対
し
て
︑
１
世

帯
あ
た
り
10
万
円
を
給
付

す
る
こ
と
で
低
所
得
世
帯

に
対
し
て
の
支
援
を
行

う
︒

基
準
日
：
令
和
５
年
12
月

１
日

⑷ 

低
所
得
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
︵
総

事
業
費
３
７
０
万
５
千

円
︶

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て

低
所
得
世
帯
支
援
枠
を
追

加
し
︑
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
て
︑
１
世
帯
あ

た
り
10
万
円
を
給
付
す
る

こ
と
で
低
所
得
世
帯
に
対

し
て
の
支
援
を
行
う
︒

⑸ 

低
所
得
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
︵
子

ど
も
加
算
分
︶

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て

低
所
得
世
帯
支
援
枠
を
追

加
し
︑
住
民
税
非
課
税
世

帯
及
び
均
等
割
課
税
世
帯

へ
の
給
付
へ
の
加
算
と
し

て
世
帯
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
18
歳
以
下
の
児
童
１
人

あ
た
り
５
万
円
を
支
給

し
︑
低
所
得
者
の
支
援
を

行
う
︒

問
省
エ
ネ
家
電
の
購
入

促
進
事
業
補
助
金
は
︑
令

和
６
年
の
み
か
︒

答
来
年
度
以
降
︑
ま

た
︑
今
回
に
つ
い
て
も
予

算
で
︑
ま
か
な
い
き
れ
な

い
多
く
の
希
望
者
が
あ
っ

た
場
合
は
︑
そ
の
都
度
考

え
る
︒

問
上
限
の
３
万
円
と

５
万
円
の
差
は
︒

答
経
済
産
業
省
の
最
新

の
省
エ
ネ
基
準
に
基
づ
く

統
一
省
ラ
ベ
ル
︑
三
ッ
星

が
３
以
上
の
も
の
に
つ
い

て
は
︑
高
性
能
と
い
う
こ

と
で
５
万
円
︑
そ
れ
以
下

の
も
の
に
つ
い
て
は
３
万

円
︒問

⑶
と
⑷
の
給
付
時
期

は
︒答

⑶
は
５
月
下
旬
ま
で

を
目
途
に
計
画
︑
⑷
は
６

委
員
会
報
告
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（
欠
席
委
員
な
し
）

２
月
22
日
開
催

議
会
運
営
委
員
会

～
７
月
以
降
︒

４
．�
風
間
浦
保
育
所
指
定

管
理
委
託
料
に
つ
い

て

　

令
和
５
年
度
風
間
浦
保

育
所
決
算
見
込
み
を
説

明
︒
人
件
費
︑
電
気
料

金
︑
バ
ス
燃
料
費
な
ど
に

よ
り
︑
不
足
額
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
３
月
定
例
会
に

お
い
て
一
般
会
計
補
正
予

算
２
８
５
万
円
を
計
上
す

る
︒

　

令
和
６
年
度
予
算
見
込

額
は
５
︐
７
０
０
万
円
︒

５
．�

風
間
浦
村
第
９
期
介

護
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
険
料
改
定
に
よ
り
令

和
６
年
度
か
ら
基
準
月
額

が
７
︐
１
０
０
円
︵
現
在

は
６
︐
９
５
０
円
︶
と
な

る
︒
世
帯
非
課
税
者
は
︑

月
額
２
︐０
２
４
円
～
４
︐

８
６
４
円
の
軽
減
措
置
が

あ
る
︒

６
．�

ふ
の
り
記
念
公
園
ト

イ
レ
改
修
に
つ
い
て

　

蛇
浦
地
区
に
あ
る
﹁
ふ

の
り
記
念
公
園
ト
イ
レ
﹂

の
改
修
事
業
に
つ
い
て
説

明
︒
女
子
ト
イ
レ
を
解
体

し
︑
男
子
ト
イ
レ
に
集
約

す
る
︒
多
目
的
ト
イ
レ
や

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
の
設
置
を

行
う
︒
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー

を
設
置
し
︑
冬
期
間
の
利

用
を
可
能
と
す
る
︒
工
期

は
５
个
月
間
︑
令
和
６
年

度
予
算
へ
工
事
請
負
費

４
︐
３
５
０
万
円
等
を
計

解
体
し
た
も
の
に
︑
固
定

資
産
税
の
減
免
措
置
が
適

用
さ
れ
る
︒現
在
協
議
中
︒

問
予
算
措
置
し
た
以
上

の
申
込
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
は
︒

答
補
正
予
算
ま
た
は
翌

年
度
以
降
で
の
対
応
︒

　

令
和
６
年
第
１
回
３
月

定
例
会
の
運
営
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
審
議
︒

☆
定
例
会

　

提
出
と
な
る
案
件
等
を

勘
案
し
た
結
果
︑会
期
は
︑

５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
７

日
間
︒

　

一
般
質
問
は
︑
通
告
期

限
ま
で
に
３
名
の
通
告
が

あ
り
全
て
受
理
︒

　

議
事
日
程
は
︑
開
会
初

日
は
議
案
等
の
付
託
︑
議

案
等
の
審
議
及
び
一
般
質

問
等
を
行
い
散
会
︒

　

６
日
及
び
８
日
に
予
算

☆�

議
会
運
営
に
係
る
課
題

の
検
討
、
協
議
事
項

　

令
和
６
年
度
内
の
総
務

常
任
委
員
会
に
お
い
て
︑

海
峡
の
湯
及
び
湯
ん
湯
ん

の
料
金
︑
営
業
時
間
等
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
︒

☆
諮
問

　

受
理
さ
れ
た
陳
情
に
つ

い
て
審
議
し
た
結
果
︑
今

後
の
動
向
を
注
視
し
︑
資

料
配
付
と
し
た
︒

　

陳
情
名
﹁
年
金
制
度
に

お
け
る
外
国
人
へ
の
脱
退

一
時
金
の
是
正
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
﹂︑﹁
中
小
企
業
支
援

策
の
拡
充
に
よ
る
最
低
賃

金
の
改
善
を
求
め
る
意
見

書
﹂︒

審
査
特
別
委
員
会
︑
７
日

に
総
務
常
任
委
員
会
及
び

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策

特
別
委
員
会
を
開
催
︒

　

11
日
に
本
会
議
を
再

開
︑
各
委
員
会
委
員
長
報

告
及
び
議
案
等
の
審
議
︒

☆
新
年
度
予
算
の
審
議

　

全
議
員
で
構
成
す
る
予

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
︑こ
れ
に
付
託
し
審
査
︒

☆
議
案
等
の
審
議

　

新
年
度
予
算
案
︑
報
告

事
項
︑
人
事
案
件
及
び
損

害
賠
償
の
和
解
を
除
く
議

案
を
︑
総
務
常
任
委
員
会

に
付
託
し
審
査
︒

☆
人
事
案
件
の
表
決
方
法

　

無
記
名
投
票
及
び
一
括

起
立
採
決
︒

上
︒

７
．�

特
定
空
家
等
除
却

事
業
補
助
金
に
つ

い
て

　

条
件
が
該
当
す
る
村

内
に
存
す
る
特
定
空
家

等
の
除
却
に
最
大
50
万

円
の
補
助
金
を
交
付
す

る
︒
令
和
６
年
度
当
初

予
算
計
上
額
１
５
０
万

円
︵
３
戸
分
︶︒

問
建
物
所
有
者
の
住

所
が
村
外
の
方
で
も
対

象
に
な
る
の
か
︒

答
対
象
と
な
る
︒

問
解
体
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
固
定
資
産
税
は

ど
う
な
る
の
か
︒

答
令
和
６
年
１
月
１

日
以
降
に
老
朽
空
家
を

委
員
会
報
告

中嶋　茂 委員長

ふ の り 記 念 公 園 ト イ レ
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（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
６
日
開
催

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
７
日
開
催

総
務
常
任
委
員
会

　

３
月
定
例
会
に
お
い

て
︑
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
︑
３
月
６
日

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
︒

予
算
の
概
要
は
︑
４
ペ
ー

ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
︒

　

各
委
員
か
ら
の
主
な
質

疑
及
び
行
政
側
か
ら
の
答

弁
は
︑次
の
と
お
り
で
す
︒

委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

〇
一
般
会
計
予
算

問
小
水
力
発
電
導
入
調

査
等
業
務
の
こ
れ
ま
で
の

調
査
内
容
や
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
に
つ
い
て
は
︒

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例

会
で
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
11
件
に
つ
い

て
︑
担
当
課
か
ら
説
明
を

受
け
審
査
を
行
っ
た
︒

答
地
質
調
査
︑
流
量
調

査
を
行
っ
て
き
た
が
︑
今

後
︑
概
ね
１
年
間
の
デ
ー

タ
を
取
っ
て
か
ら
事
業
性

評
価
を
行
う
︒

問
児
童
手
当
の
対
象
人

数
等
は
︒

答
現
在
72
人
を
予
定
し

て
い
る
が
︑
国
の
動
向
に

よ
り
対
象
年
齢
︑
人
数
が

変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
︒

問
ゴ
ミ
袋
購
入
費
の
減

額
理
由
と
値
上
げ
の
予
定

は
︒答

減
額
理
由
は
︑
在
庫

が
あ
る
た
め
新
規
の
発
注

が
少
な
く
て
済
む
こ
と
︑

値
上
げ
に
つ
い
て
は
︑
今

後
︑
検
討
す
る
が
︑
現
時

点
で
の
予
定
は
な
い
︒

問
未
来
へ
繋
ぐ
海
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助
金

で
の
稚
ナ
マ
コ
の
放
流
の

内
容
は
︒

答
計
12
万
匹
程
度
を
放

流
す
る
実
証
実
験
を
行

う
︑
数
年
か
け
て
増
え
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
︒問

ふ
の
り
記
念
公
園
ト

イ
レ
の
除
雪
方
法
は
︒

答
業
者
委
託
等
で
対
応

と
な
る
見
込
み
︒

問
特
定
空
き
家
除
却
補

助
金
の
内
容
は
︒

答
一
戸
当
た
り
上
限

50
万
円
で
︑
特
別
措
置
法

に
基
づ
い
た
特
定
空
き
家

を
除
却
す
る
も
の
で
あ

り
︑
今
後
も
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
続
け
て
い

く
︒問

中
学
生
の
職
場
体
験

事
業
の
内
容
は
︒

答
中
学
１
︑２
年
生
が

函
館
市
で
行
う
︑
生
き
る

力
を
つ
け
る
教
育
活
動
で

あ
る
︒

○�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計問
出
産
育
児
一
時
金
の

想
定
者
数
は
︒

答
２
名
︒

○
介
護
保
険
特
別
会
計

問
居
宅
介
護
住
宅
改
修

給
付
費
の
自
己
負
担
割
合

は
︒答

１
割
負
担
で
あ
る

が
︑
対
象
と
な
る
住
宅
改

修
総
額
の
上
限
が
20
万
円

で
あ
り
︑
そ
れ
を
超
え
る

分
は
全
額
自
己
負
担
に
な

る
︒

○
簡
易
水
道
事
業
会
計

問
水
道
管
整
備
工
事
請

負
費
３
０
０
万
円
の
内
容

は
︒答

突
発
的
に
起
き
た
漏

水
等
の
修
繕
に
か
か
る
工

事
費
︒

★
採
決
結
果
等

　

審
査
の
結
果
︑全
議
案
︑

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
と
し
︑
１
日
繰
り

上
げ
て
閉
会
と
し
た
︒

【
付
託
さ
れ
た
議
案
】

①
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

②
風
間
浦
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

③
風
間
浦
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

④
風
間
浦
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

⑤
風
間
浦
村
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費
給
付

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑥
風
間
浦
村
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

⑦
風
間
浦
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

委
員
会
報
告

金森　一規 委員長

杉山　太 委員長



かざまうら議会広報　第 116 号（令和６年４月発行）11

（
欠
席
委
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な
し
）

３
月
７
日
開
催

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

⑧
風
間
浦
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

⑨
令
和
５
年
度
風
間
浦
村
一
般
会
計
予
算
を
補
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

⑩
令
和
５
年
度
風
間
浦
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

⑪
令
和
５
年
度
風
間
浦
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議

案

審

査

〇�

風
間
浦
村
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

収
入
超
過
者
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
︑
収
入
超

過
者
と
な
っ
た
方
へ
は
︑

明
け
渡
し
て
頂
く
よ
う
努

力
す
る
義
務
が
発
生
す
る

旨
の
通
知
を
送
付
す
る
と

の
答
弁
︒

　

ま
た
︑
委
員
か
ら
は
︑

入
居
の
際
に
収
入
超
過
と

な
っ
た
場
合
の
説
明
を
行

え
ば
よ
い
と
の
提
案
も

あ
っ
た
︒

※
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い

て
は
︑
特
段
の
質
疑
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

審

査

の

結

果

　

付
託
さ
れ
た
全
11
議
案

は
︑
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
︒

　

当
村
で
24
年
度
着
工
︑

25
年
度
完
成
予
定
で
５
棟

の
社
宅
新
築
工
事
を
行
う

と
の
報
告
が
あ
っ
た
︒

○�

建
設
・
運
転
差
止
等
請

求
訴
訟
の
審
理
状
況
に

つ
い
て

　

住
民
の
訴
訟
は
︑
第
11

回
口
頭
弁
論
期
日
が
３
月

12
日
︑
函
館
市
の
訴
訟
は

２
月
26
日
に
第
31
回
口
頭

弁
論
期
日
が
開
催
さ
れ
︑

原
告
が
準
備
書
面
等
を
提

出
︒
被
告
国
及
び
被
告
会

社
は
準
備
書
面
を
提
出
し

な
か
っ
た
︒

○
そ
の
他

　

蛇
浦
地
区
の
業
者
仮
宿

舎
の
拡
張
・
整
備
に
つ
い

て
は
︑
追
加
用
地
の
手
配

に
向
け
︑
今
月
ま
で
の
工

期
で
用
地
測
量
を
実
施

し
︑
内
容
を
精
査
す
る
︒

　

社
宅
整
備
は
︑
設
計
業

務
が
完
了
し
︑
現
在
︑
工

事
発
注
に
向
け
て
準
備
し

て
い
る
︒

　

今
後
準
備
が
整
っ
た

電
源
開
発
㈱
か
ら

　

電
源
開
発
㈱
大
間
原
子

力
建
設
所
よ
り
︑
藤
田

本
部
長
他
６
名
が
出
席

し
︑﹁
能
登
半
島
地
震
に

つ
い
て
﹂︑﹁
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
﹂︑﹁
大
間
原
子

力
発
電
所
建
設
工
事
計
画

２
０
２
４
年
度
工
事
の
概

要
に
つ
い
て
﹂
及
び
﹁
建

設
・
運
転
差
止
等
請
求
訴

訟
の
審
理
状
況
に
つ
い

て
﹂
並
び
に
﹁
そ
の
他
﹂

の
説
明
及
び
報
告
︒

ら
︑
工
事
計
画
に
つ
い
て

近
隣
住
民
等
へ
説
明
し
︑

24
年
度
に
工
事
に
着
手
予

定
︒︒

○
質
疑
答
弁

　

委
員
か
ら
社
宅
新
築
工

事
の
際
は
︑
地
元
へ
の
地

域
貢
献
を
お
願
い
す
る

旨
︑
発
言
が
あ
り
︑
会
社

側
か
ら
は
︑
地
域
貢
献
が

出
来
る
よ
う
元
請
け
会
社

に
お
願
い
す
る
と
の
回

答
︒行

政

側

か

ら

　

国
や
県
に
対
し
防
災
避

難
道
路
の
整
備
促
進
等
を

要
望
し
た
旨
を
報
告
︒

○
そ
の
他
要
望

　

委
員
か
ら
オ
フ
サ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
︑
３
个
町
村
協
議

会
で
の
協
議
の
要
望
が

あ
っ
た
︒

○�

能
登
半
島
地
震
に
つ
い

て

　

下
北
半
島
は
海
域
に
連

続
し
た
断
層
が
認
め
ら
れ

な
い
た
め
︑
能
登
半
島
で

起
き
た
よ
う
な
大
き
な
地

盤
の
隆
起
は
生
じ
な
い
見

解
と
の
説
明
︒

○�

新
規
制
基
準
適
合
性
審

査
の
対
応
状
況
に
つ
い

て

　

今
回
の
審
査
会
合
で

は
︑
第
一
段
階
と
し
て
二

箇
所
の
調
査
結
果
か
ら

シ
ー
ム
や
周
辺
岩
盤
の
差

別
化
に
用
い
る
指
標
の
候

補
に
つ
い
て
説
明
し
︑
第

二
段
階
の
審
議
に
進
む
こ

と
に
な
っ
た
︒

○�

大
間
原
子
力
発
電
所
建

設
工
事
計
画
２
０
２
４

年
度
工
事
の
概
要
に
つ

い
て

委
員
会
報
告

北舘　智明 委員長
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村政を問う！
一般質問　

　一般質問とは、定例会（臨時会は除く。）にお
いて、議員が、あらかじめ通告して、村の施策の
状況や方針について、報告・説明を求めたり質問
することです。
　当村議会においては、一般質問者の持ち時間は
１時間に制限されています。
　今期定例会では、３名の議員が登壇しました。

金森　一規 議員
１．�生産者がここで暮らし、生きていくための漁業に
ついて

２．�あわび増殖センター（現：種苗供給施設）の活用
について

Ａ
長村

磯
焼
け
対
策
と
し
て
、
ウ
ニ
駆
除
、
鉄
鋼
ス

ラ
グ
石
投
石
、
そ
し
て
現
在
、
漁
業
協
同
組

合
の
事
業
と
し
て
、
ウ
ニ
の
密
度
管
理
を
実

施
し
て
い
る
。
蛇
浦
、
易
国
間
、
桑
畑
地
区

で
は
、
コ
ン
ブ
な
ど
海
藻
類
の
繁
茂
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
下
風
呂
地
区
で
も
部
分
的
に

コ
ン
ブ
な
ど
海
藻
類
が
見
え
て
き
て
い
る
。

ウ
ニ
の
密
度
管
理
が
藻
場
の
復
活
に
繋
が
っ

て
き
て
い
る
。
引
き
続
き
、
ウ
ニ
の
密
度
管

理
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
磯
焼
け
解
消
対

策
と
な
り
、
藻
場
が
復
活
す
る
こ
と
で
海
藻

類
、
魚
貝
類
の
宝
庫
と
な
り
、
漁
業
収
入
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。
蛇
浦
地
区
に
お
い

て
は
、
海
藻
類
の
令
和
5
年
水
揚
状
況
は
、

対
前
年
比
、
漁
獲
量
で
2
倍
増
の
２
３
５
ｔ
、

漁
獲
金
額
で
１
・
９
倍
増
の
６
，
５
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

「
村
長
が
描
く
今
後
の
我
が
村
の
漁
業
と
は
」

に
つ
い
て
は
、
回
復
し
つ
つ
あ
る
磯
根
漁
業

の
継
承
お
よ
び
回
遊
魚
を
対
象
と
し
た
漁
船

漁
業
、
ナ
マ
コ
放
流
事
業
、
ウ
ニ
の
畜
養
事

業
や
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
な
ど
の
つ
く
り
育

て
る
漁
業
へ
の
転
換
。
ま
た
、
現
在
、
漁
獲

量
が
安
定
し
て
い
る
鮟
鱇
の
資
源
適
正
管
理

な
ど
、
持
続
可
能
な
漁
業
へ
の
シ
フ
ト
を
考

え
て
い
る
。
漁
業
協
同
組
合
に
お
い
て
、
関

連
機
関
と
連
携
を
進
め
、
漁
業
経
営
の
方
向

性
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
村
と
し
て

も
、
将
来
を
見
据
え
た
協
議
を
続
け
る
。

Ａ
長村

昭
和
56
年
度
に
あ
わ
び
増
殖
セ
ン
タ
ー
が

完
成
、
年
平
均
約
10
万
個
か
ら
15
万
個
の

あ
わ
び
稚
貝
を
放
流
し
て
い
た
が
、
経
費

に
対
す
る
あ
わ
び
の
漁
獲
額
が
少
な
く
、
平

成
22
年
度
で
稚
貝
の
種
苗
生
産
・
放
流
を
終

了
し
て
い
る
。
現
在
は
、
各
漁
協
へ
供
給

す
る
た
め
の
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
の
種
糸
生

産
、
稚
ナ
マ
コ
の
中
間
育
成
、
ナ
マ
コ
の
一

時
的
な
保
管
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鮟
鱇
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
大
学

生
等
が
来
村
し
、
施
設
を
活
用
し
て
い
る
。

今
後
も
水
産
系
の
大
学
や
研
究
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
村
の
水
産
業
の
課
題
解
決

に
努
め
て
い
く
。
施
設
は
、
設
備
等
が
老

朽
化
し
て
お
り
、
大
規
模
改
修
に
は
億
単

位
の
コ
ス
ト
が
想
定
さ
れ
る
。
活
用
方
法

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
ウ
ニ
の
適
正
管
理
事
業
で
の
藻
場
再
生
は
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
見
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
漁
業
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
。
生
産
者
が
こ
こ
で
暮
ら
し
、

生
き
て
い
く
漁
業
が
出
来
る
こ
と
を
望
む
が
、
村

長
が
描
く
我
が
村
の
漁
業
と
は
。

Ｑ
村
長
が
求
め
る
「
持
続
可
能
な
水
産
業
の
育

成
」
の
た
め
に
は
、
あ
わ
び
増
殖
セ
ン
タ
ー

の
再
興
が
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
村

で
は
、
こ
の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

一
般
質
問

種苗施設（あわび増殖センター）
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一
般
質
問

Ａ
長村

易
国
間
支
所
で
実
施
し
て
い
る
桑
畑
漁
港
内
で
の
畜
養

事
業
は
、
収
益
も
あ
り
、
組
合
事
業
と
し
て
成
功
し
て

い
る
。
下
風
呂
本
所
や
蛇
浦
支
所
で
も
、
可
能
で
あ
れ

ば
自
主
事
業
と
し
て
実
施
し
、
組
合
運
営
資
金
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
事
業
に
取
り
組
む
に
は
、

放
流
先
の
確
保
、
空
ウ
ニ
の
採
取
・
放
流
・
給
餌
な
ど

労
力
と
賃
金
が
伴
う
の
で
、
ま
ず
は
本
所
及
び
支
所
で

実
施
へ
向
け
た
計
画
書
策
定
を
検
討
し
、
村
へ
要
望
が

あ
れ
ば
具
体
的
な
協
議
を
し
て
い
く
。

Ａ
長村

磯
場
へ
の
通
路
の
確
保
は
、
ま
ず
は
漁
協
に
お
い
て

漁
業
者
か
ら
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
集
約
し
た
う
え

で
、
具
体
的
な
場
所
、
手
法
な
ど
を
含
め
行
政
に
提

示
い
た
だ
き
た
い
。
漁
業
者
が
高
齢
化
す
る
中
、
磯

場
の
安
全
対
策
は
必
要
で
あ
る
。

Ａ
長村

稚
ナ
マ
コ
の
放
流
事
業
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
栽
培
、
育
て
る
漁
業
と
し
て
当
村
に
適
し
て

い
る
か
を
検
証
す
る
た
め
の
事
業
。
放
流
先
ご
と
、
年

度
ご
と
の
育
成
状
況
は
、
潜
水
に
よ
る
追
跡
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
放
流
後
１
～
２
か
月
後
の
調
査
を
基
に

生
存
率
を
推
計
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
後
、
稚

ナ
マ
コ
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
生
存
率
、
成

長
率
に
つ
い
て
数
値
と
し
て
確
定
で
き
て
い
な
い
。
一

部
の
稚
ナ
マ
コ
は
、
種
苗
供
給
施
設
内
で
中
間
育
成
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
条
件
下
で
の
成
長
率
は
、
購
入

後
、
半
年
で
大
き
さ
約
10
ｍ
ｍ
の
成
長
で
あ
っ
た
。

Ａ
長村

個
体
に
か
な
り
の
バ
ラ
ツ
キ
も
あ
る
が
、
見
た
目
で

は
確
実
に
成
長
が
見
て
と
れ
る
状
況
。
ま
た
、
ナ
マ

コ
の
価
格
は
青
森
県
内
の
令
和
4
年
調
査
で
、
キ
ロ

当
た
り
の
平
均
価
格
の
最
高
額
が
４
，
７
５
８
円
、

最
低
額
が
８
７
０
円
で
、
風
間
浦
村
は
１
，
９
０
０
円
。

令
和
5
年
は
、
中
国
な
ど
が
ナ
マ
コ
等
を
買
い
控
え

た
要
因
も
あ
り
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
。

風
間
浦
村
産
の
ナ
マ
コ
に
、
付
加
価
値
を
付
け
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
品
質
や
漁
獲

量
な
ど
他
地
区
と
比
べ
て
突
出
し
た
要
素
が
な
い
こ

と
か
ら
厳
し
い
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化
で
は
な
く
、
販

売
ル
ー
ト
の
検
証
や
出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
よ

り
、
よ
り
高
い
価
格
で
出
荷
で
き
る
方
策
を
検
討
す

る
。

ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
は
、
事
業
と
し
て
費
用
対
効
果
が

見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
稚
貝
放

流
事
業
に
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

Ｑ
ウ
ニ
の
移
植
事
業
は
、
ど
の
程
度
の
支
援
策
な
の
か
。

Ｑ
安
全
対
策
の
た
め
磯
に
道
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

磯
に
降
り
る
場
所
な
ど
の
整
備
を
し
「
高
齢
者
に
優
し
い

磯
づ
く
り
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
施
策
の
展
開
は
。

Ｑ
「
稚
ナ
マ
コ
」
の
育
成
状
況
、
風
間
浦
ナ
マ
コ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
ア
ワ
ビ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
等
に
つ
い
て
は
。

山本　聡 議員

漁業振興対策について
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一
般
質
問

Ａ
長村

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
住
民
向

け
の
情
報
提
供
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
が
、
今
の
時
代

は
全
国
向
け
の
情
報
発
信
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
に
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
庁
内
に
お
い
て

検
討
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
り
利
活
用
な
り
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
長村

諦
め
る
こ
と
な
く
、
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
長村

確
か
に
こ
の
10
年
で
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、
保
育
料
無
償
化
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
定
住
対
策
と
し
て
定
住

奨
励
金
な
ど
の
助
成
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
な
ど
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
に
は
歯
止
め
が
掛

か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
働
く

場
が
な
い
、
住
む
家
が
な
い
な
ど
他
市
町
村
と
比
べ
特

化
し
た
魅
力
不
足
等
に
よ
り
、
村
内
に
定
住
せ
ず
、
他

市
町
村
に
転
出
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
に
お
い
て

は
、
本
村
の
特
色
で
あ
る
水
産
業
・
観
光
業
に
特
化
し

た
施
策
を
実
施
し
、
移
住
に
係
る
住
居
の
確
保
、
子
育

て
支
援
等
々
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
今
年
度
は
、

風
間
浦
村
の
魅
力
発
信
を
課
題
に
動
画
配
信
や
村
の
Ｐ

Ｒ
の
素
材
の
収
集
に
複
数
年
を
か
け
て
様
々
な
関
係
機

関
と
連
携
し
、
自
分
た
ち
で
は
見
え
な
い
村
の
魅
力
を

探
し
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
た
い
。

Ｑ
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
観
る
と
更
新
が
遅
れ
て
い
る
も
の

や
、
ま
っ
た
く
更
新
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
積
極

的
に
村
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容
が
乏
し
い
よ
う
に
思
え
る
。

風
間
浦
村
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
処
だ
、
ぜ
ひ
一
度
訪

れ
て
み
た
い
、
あ
る
い
は
住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ

う
な
ア
ピ
ー
ル
力
の
強
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
内

容
に
よ
り
、
先
ほ
ど
の
人
口
減
少
対
策
の
可
能
性
の
一
つ

で
あ
る
と
思
う
。

Ｑ
人
口
減
少
を
止
め
る
特
効
薬
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
人
口
減
少
を
止
め
る
可
能
性
の
あ
る
対
策
を
数
多
く

試
み
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
対
策
は
、
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
都
度
進
捗
状
況

を
検
証
し
、
追
加
・
修
正
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
風
間
浦
の
人
口
は
、
２
０
１
４
年
～
２
０
２
３
年
の
10
年

間
で
５
３
８
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
２
０
５
０
年
に

７
５
６
人
ま
で
減
少
す
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
の
人
口
減
少
を
止
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

越膳　喜好 議員
１．�進行する人口減少に対し、今までの対策と今後の
対策について

２．風間浦村のホームページのリニューアルについて
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風
間
浦
村
議
会
懇
談
会

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議
会
要
望
活
動

12
月
18
日
～
21
日

２
月
１
日

　

風
間
浦
村
議
会
懇
談
会
を
12
月
18
日
︵
月
︶
か

ら
21
日
︵
木
︶
ま
で
の
４
日
間
︑
村
内
４
地
区
で

開
催
し
ま
し
た
︒
懇
談
会
で
は
︑
参
加
者
か
ら
温

泉
の
管
理
︑
災
害
時
の
避
難
体
制
︑
風
力
発
電
事

業
︑
農
業
委
員
会
な
ど
に
つ
い
て
の
様
々
な
課
題

を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒

　

今
後
の
議
会
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
︒

　

２
月
１
日
︵
木
︶︑
東
京
都
内
に
お
い
て
大
間

原
発
三
个
町
村
協
議
会
で
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
︒

　

要
望
書
提
出
先
は
︑
国
土
交
通
省
︑
経
済
産
業

省
︑
県
選
出
国
会
議
員
で
﹁
国
道
２
７
９
号
の
防

災
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
向

け
た
国
の
支
援
﹂
等
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
︒

＜主な意見＞
・風間浦バイパス、出来るのは何年後か。
Ａ： 避難路にもなるので、原発完成まで出来ないと困る、災害対策にも必要なので、大間原発

三ヶ町村協議会でも要望していく。
・湯ん湯んは、開始時間を早くするか、終了時間を遅くすれば、まだまだ入る。
A： 営業時間については、検討するという意見が出た。結論は出てない。
　※下風呂・桑畑温泉については、６年度中に総務常任委員会で協議することとなっている。
・風車が多く建って、山が荒らされてる。
A：まずは勉強会を開催し、その後、皆さんの声を聞きながら対応する。

　　〈議会懇談会開催状況〉
●１２月１８日（月）
　下風呂公民館　参加　２名
●１２月１９日（火）
　桑畑公民館　　参加　５名
●１２月２０日（水）
　中央公民館　　参加　６名
●１２月２１日（木）
　蛇浦公民館　　参加　２名

議 長 挨 拶 （ 易 国 間 地 区 ）

開 催 の 様 子 （ 桑 畑 地 区 ）

経 済 産 業 省 で の 要 望 活 動

議
会
活
動
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ご卒業ご卒業
ございます！ございます！
おめでとう

春
の
来
な
い
冬
は

な
い
。

待
望
の
春
で
す
、

満
喫
し
ま
し
ょ

う
。

外
に
出
て
太
陽
の

光
を
浴
び
て
春
を

感
じ
ま
し
ょ
う
。

書
を
捨
て
よ
、
街

へ
出
よ
う
。

　
　
　
　
　（
文
責
・
蛸
島
巨
）

　令和６年３月１２日（火）風
間浦中学校で、令和６年３月
１６日（土）風間浦小学校で卒
業式が行われました。卒業生の
皆さん、ご卒業誠におめでとう
ございます。今後の成長と益々
のご活躍をお祈り申し上げま
す。光ある未来のため、夢に向
かって努力し、歩んでください。
また、大切な節目を迎えられま
した保護者の皆様にも、心より
お慶び申し上げます。
　　　　　　　（文・北舘智明）

 傍聴
しましょう！

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

越
膳　

喜
好

　
　
副
委
員
長　

山
本　
　

聡

　
　

委　

員　

中
嶋　
　

茂

　
　
　

〃　
　

北
舘　

智
明

　
　
　

〃　
　

蛸
島　
　

巨

ち
ょ
っ
と
一
言

編
集
後
記

風 間 浦 中 学 校 卒 業 式

風 間 浦 小 学 校 卒 業 式


